
京都市消防活動総合センターについて

概要１

建築工事
造成工事

◆京都市消防活動総合センターは、「消防学校」、「訓練施設」、「活動支援施設」など、消防活動に必要
な諸機能を統合・合理化して、平常時及び大規模災害時の双方に対応した消防活動拠点として整備
され、平成２１年４月に運用開始。
◆敷地内に、平成２５年４月に京都市救急教育訓練センター併設、平成２９年４月に京都府立消防学校
を移転し、市と府による消防職員の共同教育を開始、平成３０年１０月に南消防署上鳥羽消防出張所
を開設。
◆平常時は、消防職員、消防団員、自主防災組織の方々の教育や訓練を行う一方、大規模災害時には、
「消防学校」が「作戦情報室」、「訓練施設」が「緊急消防援助隊集結場所」等として機能するなど、全国
的な消防応援部隊である緊急消防援助隊の効率的な部隊運用が可能。

所在地２

◆京都市消防活動総合センター（管理棟）
〒６０１－８１６６ 京都市南区上鳥羽塔ノ森下開ノ内９４－４

熊本市消防局の現状と課題

◆熊本市消防局は、大規模災害時に対応できる活動拠点施設を有しておらず、現在西消防署
移転事業において、熊本地震の教訓を生かし、大規模災害時に緊急消防援助隊等の受援及
び活動拠点として有効活用できるよう、敷地及び訓練棟の検討を行っている。
◆移転先である西区池上の用地及び現状は、様々な制約がある中、通常の消防署としての機
能と、有事の際に、効率的に敷地及び訓練棟を活用できる施設を求められている。
◆京都市消防活動総合センターは、規模は大きいが、本市が目指す新西消防署の理想の体制
であり、様々な諸課題を解決できる施設と思慮する。
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※京都市消防活動総合センターデジタルブックから抜粋
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